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1 村上史好 衆 立憲 1 1 1 3 1 1 2 1
核の傘、同盟のジレンマの中にあることは理解するが、政府として最終目標への道筋を示す必要があ
る。オブザーバー参加は必要。

2 佐々木隆博 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

3 浅野哲 衆 国民 1 1 1 2 1 1 1 1

4 白石洋一 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 2 1

5 穀田恵二 衆 共産 1 1 1 2 1 1 1 1
11月13日、衆院外務委員会で、核兵器禁止条約批准、承認せよの質問を行い、核抑止力の批判をしまし
た。唯一の戦争被爆国日本が禁止条約批准の先頭に立つべきです。被爆者の切なる願いに応えるべき
です。皆さんとともに頑張ります。

6 屋良朝博 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1
冷戦は終わり、安全保障の現実は変わった。「脅威」・「抑止」のくびきから解放され、人間を中心とした安
保を推進すべきだ。核兵器は、冷戦の遺物としなければならない。

7 西村智奈美 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 2

8 高橋千鶴子 衆 共産 1 1 1 2 1 1 1 1
核大国の圧力に屈せず、発効までたどり着けた諸外国と関係者の努力に敬意を表するとともに、本当に
日本は恥ずかしいです。批准できる政権に変えなければ！！

9 武田良介 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1 核兵器禁止条約にサインする政府をつくりましょう！！

10 石川香織 衆 立憲 1 1 1 2 2 1 1 2

11 舩後靖彦 参 れいわ 1 1 1 2 1 1 1 1 人類から核兵器は廃絶すべきだ。核兵器禁止条約にただちに参加すべきだ。

12 海江田万里 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

13 神谷裕 衆 立憲 1 1 1 2 2 2 2 1
被爆国として明確なメッセージを出すべきだと思います。被爆者の皆さんが元気なうちに参加するべきと
思います。そして参加するだけでなく行動すべきと思います。

14 井上哲士 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1

被爆者の皆さんの「核兵器は人類と共存できない非人道的兵器」との訴えが世界を動かしました。にもか
かわらず、日本政府が背を向けていることは許せません。「橋渡し」というが、日本提出の国連決議が、米
国等に合わせて、どんどん後退していることを先日、委員会で追及しました。これからも条約にサインする
政権実現へ被爆2世としてがんばります。

15 生方幸夫 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

16 吉田忠智 参
立憲・社
民

1 1 1 2 1 1 1 1

17 浜田聡 参 N国 1 1 1 1 1 1 2 1

私は医学生と初期研修医だった時に、IPPNWの学生会議に数回参加したことがあります。以下が私の参
加した会議です。（中略）
IPPNWのように、医師が主体となって核兵器廃絶を訴える取り組みは素晴らしいと思いますし、1985年に
ノーベル平和賞に輝いた意義は大きいと思います。貴協議会のように、核兵器に反対する運動に関して
は理解しているつもりですし、敬意を表します。また今後も同様の訴えをしていくべきであると考えます。
現状では、民主主義とは程遠い政治体制をとっている国が覇権を握ろうと野心を隠さない状況です。まず
はそういった国が民主化を進めるか、あるいは自ら核兵器保有も反対を表明するような状況にならない
と、全世界の核兵器に関する問題の根本的な解決にはつながらないと考えます。理想は大事ですし、被
爆者の方々の悲しみと怒りはもっともです。しかし現実を直視して政策を打ち出し、厳しい国際社会を生き
抜くことがより大事であると私は考えます。

18 櫻井周 衆
立憲・社
民・無所
属

1 1 1 2 1 1 1 1

19 足立信也 参 国民 1 1 1 2 1 1 1 1

20 宮本徹 衆 共産 1 1 1 2 1 1 1 1 日本政府は唯一の戦争被爆国として、一刻も早く核兵器禁止条約に参加すべきです。

21 早稲田ゆき 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 2 1 唯一の被爆国として条約に批准し、核廃絶のために世界のリーダーシップを。

22 串田誠一 衆 維新 1 1 1 2 1 1 1 1 被爆国が真っ先に条約に参加すべきと思っています。

23 高木美智代 衆 公明 1 1 1 1 2 1 1

24 谷田川元 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 2 2
小渕外相の時、米国が反対しているにもかかわらず、地雷禁止条約に参加した。この時の知恵を核兵器
禁止条約にも応用できないものかと考えている。

25 ながえ孝子 参 碧水会 1 1 1 2 1 1 1 1

26 大西健介 衆 立憲 1 1 1 2 2 1 2 1 少なくとも締約国会議にオブザーバー出席すべきだ。

27 浜田昌良 参 公明 1 1 1 2 1 1 2 1
日本政府は、第1回締約国会議からオブザーバー参加する意思を早期に公表し、核兵器国を含む多くの
国々の締約国会議参加の牽引役となっていくべきだと思います。

28 田村智子 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1

29 道下大樹 衆 立憲 1 1 1 2 1 2 1 1
唯一の戦争被爆国として悲惨な歴史を持つ日本は、世界の先頭に立って核兵器廃絶に向けて活動しな
ければならないと考えます。
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30 斎藤鉄夫 衆 公明 1 1 1 2 1 1 1 1
核廃絶という目標を常にかかげ、これを目指して、現実的には保有国と非保有国の橋渡し役として核軍
縮を一歩一歩進めていくことが大切と考えます。

31 照屋寛徳 衆 社民 1 1 1 2 1 1 1 1 核廃絶の社会実現を！

32 髙良鉄美 参
沖縄の
風

1 1 1 2 1 1 1 1
広島、長崎で被ばくした方で朝鮮民主主義人民共和国に帰国された方は、未だに何の支援も受けていな
いが、日本政府は2000年に支援を約束している。20年間放置していることは許されないと思う。すべての
被ばく者を線引きすることなく救済すべきだ。

33 伊藤岳 参 共産 1 1 1 2 1 1 2 1
核兵器と人類は共存できません。核兵器禁止条約への日本政府の参加を求めて、皆さんとご一緒に頑
張ります。

34 舟山康江 参 国民 1 1 1 2 1 2 2 1

35 松平浩 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1 条約発効は核廃絶運動の大きな成果、日本も批准に向け積極的に取り組むべきだ。

36 前原誠司 衆 国民 1 1 1 2 1 1 2 1

37 紙智子 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1 被爆国として1日も早く加盟をし、世界に対し核兵器をなくすよう発信するのが本当の平和への橋渡しだ。

38 平木大作 参 公明 1 1 1 2 1 1 2 1

核兵器禁止条約の発効を喜ばしく思います。一方で、日本を取り巻く安全保障環境に鑑み、直ちに署名・
批准できないとする政府の立場もある程度理解できます。日本政府には、オブザーバーとして同条約に
参加し、激しく対立する核兵器国・非核兵器国間の対話を促して、同条約の実効性を高めていくよう求め
てまいります。

39 泉健太 衆 立憲 1 1 1

核廃絶の思
いは強い
が、国の安
全保障に関
わるため、
粘り強い努
力が必要。

1 1 記入なし 1
相互に大量破壊をもたらす核兵器は、使用が許されない兵器であり、もはや保有も意味をなさないと考え
るべき。各国は、無意味な核保有をやめるべき。

40 石垣のりこ 参 立憲 1 1 1 2 1 1 2 1
核兵器（核保有）をもって戦争の抑止力とするのは狂信的な外交・防衛政策と考えます。1日も早い核兵
器廃絶、即ち人権保障のために国会議員として奮励努力いたします。

41 上田清司 参
国民・
新緑風
会

1 1 1 2 2 1 1 1

42 高瀬弘美 参 公明 1 1 1 自由記述へ 1 1 1 1 唯一の被爆国として、核保有国と非核保有国の橋渡しを積極的に果たすべき。

43 森本真治 参 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

日本被団協の皆様へ
今年も残り少なくなりました。振り返れば、8月に黒い雨訴訟で勝訴し、10月には核兵器禁止条約に批准
した国が50か国に達し、来年1月に発効される運びとなりました。広島・長崎の原爆投下から75年、これは
まさに皆様の長年にわたる真摯なご活動が報われた大きな一歩であり、核兵器の全面廃絶に向けて大き
く近づくことになりました。ただ、日本政府は参加せず、唯一の戦争被爆国である日本が核兵器廃絶の先
頭に立ち、署名・批准し、世界で主導的な役割を果たすべきであることは言うまでもありません。最後に、
私事でもありますが、9月に貴協議会顧問岩佐幹三氏が逝去されました。私の遠縁にあたり、あらためて
岩佐氏をはじめ多くの方々の無念を胸に刻み、「核兵器なき世界」の実現に向けて山積する諸課題が毎
年一歩ずつでも前進するよう皆様の代弁者となり、国政の場でその責務を果たしていく覚悟です。コロナ
禍、皆様におかれましては、くれぐれもご自愛いただきまして、来年もまたお目にかかれるのを楽しみにし
ております。

44 下条みつ 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1 唯一の被爆国として、どんな難関があっても、禁止条約に賛成すべきです。

45 井上義久 衆 公明 1 1 1 2 1 1 1 1

46 阿部知子 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 2 1
核拡散防止条約（NPT)交渉や通常兵器の軍縮も低迷している今日、核兵器禁止条約の発効はとても重
要と思います。

47 田村まみ 参
国民・新
緑風会

1 1 1 2 1 1 1 1

日本は「国際社会の分断になる」として、条約を批准していませんが、唯一の戦争被爆国としての重要な
役割と責任があり、日本政府も「核兵器のない世界」を目指すことを日本の責務として位置付けている以
上、核兵器廃絶を求める国際的な機運に対し目を背けることは許されません。批准への道を閉ざすことな
く、核兵器廃絶の合意形成に向けて、核兵器保有国の抑止力の論理に圧力をかけるなど、実効性のある
外交努力を行うことが求められていると思います。

48 横光克彦 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1 唯一の戦争被爆国として、署名・批准すべきだ。

49 中谷一馬 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

50 柳田稔 参

無所属
（国民・
新緑風
会）

1 1 1 2 1 1 2 1 日本が一日も早く核兵器禁止条約に参加するよう、広島の国会議員とし精一杯努力していく。
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51 吉良よし子 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1
唯一の戦争被爆国であるにもかかわらず、日本政府が背を向けていることは見過ごせません。核廃絶を
願う被爆者の思いによりそい、直ちに条約に参加し、核兵器廃絶への世界的な流れをリードすべきと考え
ます。

52 高木錬太郎 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 2 核廃絶を求める世界中の皆様とともに歩み、核なき世界を実現させたいと思います。

53 鰐淵洋子 衆 公明 1 1 1 2 1 1 1 1

国際的な法規範として核兵器禁止条約を高く評価します。
北朝鮮をはじめとする現下の安全保障環境に鑑み、直ちに署名・批准できないとする政府の立場も一定
程度理解できるが、オブザーバー参加することで、対立する核兵器国と非核兵器国の真の橋渡し役とな
るよう求めていきたい。

54 藤野保史 衆 共産 1 1 1 2 1 1 1 1 次の総選挙で核兵器禁止条約にサインする政府をつくりたい。

55 馬淵澄夫 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

56 篠原孝 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 2 1

57 伊藤孝江 参 公明 1 1 1 2 1 1 2 1
核兵器禁止条約は高く評価しています。北朝鮮をはじめとする現下の安全保障環境に鑑み、政府の立場
も理解できる面もあるが、オブザーバー参加することで、対立する核兵器国と非核兵器国の真の橋渡し
役となるよう求めていきたい。

58 山添拓 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1
被爆者のみなさんをはじめ、市民社会の声が国際政治を動かし、いよいよ史上初めて核兵器が違法とな
ることを歓迎します。日本こそが、この条約を広げる先頭に立つべきであり、そのような政府に変えるため
力を尽くしたいと考えます。

59 浅田均 参 維新 1 1 1 3 1 1 1 1

被爆者の方々が、かねてより主張してこられた核兵器禁止条約ですが、核保有国の賛同が得られなかっ
たことを残念に思います。唯一の戦争被爆国である日本は、核兵器禁止条約への参加の道を選択すると
ともに、引き続き核保有国と非保有国の仲立ちをすべきであると考えます。防衛上アメリカの核の傘に頼
らざるを得ないための条約署名はできないとしても、締約国会議にはオブザーバー参加し、ポスト核拡散
防止条約体制を追求して、核軍縮に向けて新たなテーブルを構築すべきと考えます。

60 山下芳生 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1
被爆者を先頭にした世界の人々の長年の運動が、核兵器禁止条約の発効という歴史の巨大な一歩に結
実しました。心より敬意を表します。同条約に参加する新しい政府をつくるために力をあわせます。

61 中川正春 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

62 小西洋之 参 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1 一日も早い条約参加のため取り組んで参ります。

63 濱村進 衆 公明 1 1 1 1 1 1 2 1
アプローチは違いますが核廃絶に向けて、全力を尽くします。現に保有する国々を巻き込んで、核廃棄、
廃絶に責任をもって取り組みます。

64 笠井亮 衆 共産 1 1 1 2 1 1 1 1
広島・長崎の被爆者の皆さんの渾身の訴えあってこその核兵器禁止条約の発効成立をともに喜びたいと
思います。人類は核兵器と共存できません。日本政府が条約に背を向けていることは許されません。条
約に参加する政府をつくるため、被爆２世の国会議員として全力を尽くす決意です。

65 青山雅幸 衆
維新・無
所属

1 1 1 3 1 1 2 2
現実的な非核の道は弾頭を減らすことだと考えます。日本は核廃絶の旗を掲げるとともに、ポスト核拡散
防止条約体制を追求し、核軍縮に向け新たなテーブルを構築すべきです。

66 福島みずほ 参 社民 1 1 1 2 1 1 1 1

核兵器禁止条約が2021年発効します。大きく広がって核廃棄核兵器廃絶の具体的な第一歩、終わりの
始まりになると確信しています。多くの国が核兵器廃絶をすると言う意思を具体的に条約で明らかにする
ことは極めて重要です。かつて地雷禁止条約、クラスター爆弾禁止条約などに取り組みました。国会で質
問したり、交渉をしていきました。地雷禁止条約を日本が批准し、次にクラスター爆弾禁止条約を批准す
るよう国会で求めたわけです。多くの人の努力で日本政府が批准し、当時自衛隊が持っていたクラスター
爆弾を廃棄し、現在自衛隊はクラスター爆弾の保有は0です。多くの国が批准することで変わっていくとい
う国際世論が高まれば、クラスター爆弾を持っていた日本も廃棄をしたわけです。このように核兵器禁止
条約を多くの国が批准することにより核保有国にも大きな影響を与えることができると確信をしています。
唯一の戦争被爆国である日本が核兵器禁止条約を批准しないなどありません。批准をするように国会の
内外で取り組み、多くの人と力を合わせていきます。せめてオブザーバーとして参加することを国会の中
で求めていきたいと思います。

67 竹内真二 参 公明 1 1 1

2「おかしくは
ない」＝政府
の立場は理
解できるが、
条約には参
加すべき

1 2 2 1
核兵器を初めて違法とする国際法規範ができたことは画期的なことです。ただし、核兵器保有国と非保有
国の対立という現実を直視しなければならないと思います。唯一の戦争被爆国である日本が”橋渡し役”
をすべきです。

68 室井邦彦 参 維新 1 1 1 3 1 1 1 1
日本は、核廃絶の旗を掲げるとともに、ポスト核拡散防止条約体制を追求し、核軍縮に向けた新たなテー
ブルを構築すべきです。

69 渡辺周 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

70 山本和嘉子 衆 立憲 1 1 1 2 1 2 1 1

71 岸真紀子 参 立憲 1 1 1 2 1 1 2 1

72 平山佐知子 参 無所属 1 1 1 2 1 1 1 1
核兵器のない世界を目指し、唯一の戦争被爆国としてこれからも責任ある行動を世界に示していくべきだ
と思う。
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73 市田忠義 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1

74 倉林明子 参 共産 1 1 1 2 1 1 2 1 ただちに日本政府は批准し、核兵器の禁止、廃絶に向けた行動をおこすべき。

75 牧山ひろえ 参 立憲 1 1 1 2 1 1 2 1

76 菅直人 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

77 打越さく良 参 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

78 矢倉克夫 参 公明 1 1 1 2 1 1 1 1

国際的な法規範としてはじめて、「核兵器は違法である」とした核兵器禁止条約を高く評価している。北朝
鮮をはじめとする現今の安全保障環境に鑑み、直ちに署名・批准できないとする政府の立場は立場とし
て、唯一の戦争被爆国である日本が、この条約の意義にに後ろ向きであるかのようなメッセージを発する
ことは核廃絶への機運を損ねかねないという意味で、決してあってはならないと考えている。オブザー
バー参加することで、対立する核兵器国と非核兵器国の真の橋渡し役となるよう強く求めていきたい。

79 柴田巧 参 維新 1 1 1 3 1 1 1 1

80 小川克巳 参 自民 1 1 1 回答控える 2 1 1 2

81 高木陽介 衆 公明 1 1 1
2自由記述
参照

1 2 2 1

国際的な法規範として核兵器禁止条約を高く評価。
北朝鮮をはじめとする現下の安全保障環境に鑑み、直ちに署名・批准できないとする政府の立場も一定
程度理解できるが、オブザーバー参加することで、対立する核兵器国と非核兵器国の真の橋渡し役とな
るよう求めていきたい。

82 真山勇一 参 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1 日本政府は一日も早く批准すべきである。

83 木村英子 参 れいわ 1 1 1 2 2 2 1 1

84 片山大介 参 維新 1 1 1 3 1 1 1 1

核兵器禁止条約は、核兵器廃絶という人類の願いが形となったものと理解しています。被爆者の方々
が、これまで長年にわたって訴えてこられた本条約に核保有国の賛同が得られなかったことは残念なこと
です。日本は、地政学上、アメリカの核の傘に頼らざるを得ないという難しい立場にありますが、同時に、
唯一の戦争被爆国であり、引き続き核保有国と非保有国の仲立ちをすべきであると思います。締約国会
議にはオブザーバー参加して、ポスト核拡散防止条約体制を追求し、核軍縮に向けて新たなテーブルを
構築すべきです。

85 太田昌孝 衆 公明 1 1 1 2 1 1 1 1

条約を締結する過程で、核保有国と非保有国の対立は深刻になった。核保有国の核軍縮への理解がな
い限り、核兵器廃絶はあり得ないため、唯一の被爆国である日本は、条約締約国会議にオブザーバー参
加し、核保有国に主張を伝え理解を得、核軍縮への具体的な道筋を探る役割を果たすべき。公明党とし
ては引き続き締約国会議の開催地として広島・長崎への誘致を提案していく。

86 古賀友一郎 参 自民 1 1 1
その他（自
由記述欄
参照）

1 1 1 1

核兵器を違法化する国際的法規範が誕生したことは、核兵器廃絶を究極の目標とする我が国としても大
いに歓迎すべきことである。他方、我が国が条約に参加した場合、条約第1条１（ｆ）により米国の核の傘か
ら離脱しなければならなくなると考えられるため、我が国を取り巻く現状の安全保障環境からすると日本
政府の態度も理解できる。我が国が条約に参加するには、実態面において核の傘に依存せずにすむよう
な平和と安定が必要であり、さらに、核兵器保有国を含め世界中にこの法規範が受け入れられていくに
は、被爆の実相が広く一般にも認識されることと非核化を求める人々の声を受容する民主的政治体制の
普及が重要である。我が国はそうした理想と現実の乖離を埋める努力をすべきだ。

87 阿久津幸彦 衆 立憲 1 1 1

2（核兵器
保有国を
粘り強く説
得すべき）

1 1 1 1
核兵器禁止条約の国連採択によって政府は今、世界が新たな段階に入っていることを理解し、行動しな
ければならない。

88 古賀之士 参
立憲・社
民

1 1 1
2　「おかし
い」を削除

1 1 1 1

89 伊波洋一 参
沖縄の
風

1 1 1 2 1 1 1 1

90 熊野正士 参 公明 1 1 1 2 1 1 1 1
一議員としては、オブザーバー参加することを通じて様々な調整役を果たしていけるのではないかと考え
ております。

91 宮川伸 衆 立憲 1 1 1

2核兵器禁
止条約に日
本も参加す
べきです
が、そのた
めの外交戦
略も同時に
考える必要
があります。

1 1 1 1
国連で署名式が行われている時に、安倍総理が「対話より圧力」との演説をしていました。残念でなりま
せん。核廃絶に向けて、日本が世界のリーダーとして行動できるように努力していきます。



ID 名前 衆・参所属 １条約の発効2核保有国の反対3日本政府の方針4どう思うか 5条約を読んだか6－1広島の資料館訪問6－2長崎の資料館訪問7被爆証言聞いたか自由記述

92 塩川鉄也 衆 共産 1 1 1 2 1 1 2 1

核兵器禁止条約の発効を心から歓迎します。核兵器禁止条約の発効は、広島・長崎の被爆者の方々を
はじめとする、核兵器の禁止と廃絶を願う世界の市民と政府の運動の大きな成果です。
日本政府が核兵器保有国と非保有国の「橋渡し」をするなどと繰り返し、条約jの署名・批准を行わないと
していることは、唯一の戦争被爆国の政府としてあまりに情けないと言わざるを得ません。核兵器禁止条
約に署名・批准する新しい政権をつくり、核兵器廃絶の流れをさらに前に進めるために力を尽くす決意で
す。

93 赤嶺政賢 衆 共産 1 1 1 2 1 1 1 1

94 清水忠史 衆 共産 1 1 1 2 1 1 2 1

95 大門実紀史 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1

96 本村伸子 衆 共産 1 1 1 2 1 1 1 1
被爆者の方々が人生、命をかけて魂の声をあげ続けてこられたことが世界を動かしました。被爆者の
方々から学び、核兵器禁止条約に批准し、世界の中で平和のクリエーターとしての役割を果たす政府を
つくるために全力をあげてまいります。

97 田村貴昭 衆 共産 1 1 1 2 1 1 1 1 今の政府が参加しないのなら、政権交代で実現を。

98 吉田統彦 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1 唯一の被爆国として、全世界を主導する形で核兵器禁止へ取り組むべき。

99 畑野君枝 衆 共産 1 1 1 2 1 1 1 1
私の大おじも長崎で被爆し、「水が飲みたい…」と苦しみながら亡くなりました。核兵器禁止条約に参加す
る日本政府を実現しましょう。

100 玉木雄一郎 衆 国民 1 1 1 2 1 1 1 1
日本は唯一の被爆国として、核兵器禁止条約に署名するとともに、核保有国と非保有国の間の橋渡しの
役割を果たすべき。

101 岩渕友 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1

102 池田真紀 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 2 1 核のない世界を1日も早く実現したい。

103 志位和夫 衆 共産 1 1 1 2 1 1 1 1
核兵器禁止条約の発効を心から歓迎します。被爆者を先頭とする世界の運動、諸政府の共同のとりくみ
が新しい歴史をつくりました。これを力に核兵器廃絶に進む決意を新たにし、日本政府もこの未来ある流
れに参加するよう強く求めてまいります。

104 小池晃 参 共産 1 1 1 2 1 1 1 1
被爆者の声が、国際政治を大きく動かし、人類史上初めて核兵器を違法化する核兵器禁止条約が成立
し、来年1月には発行します。条約に参加する日本政府をつくるため、力を合わせましょう。

105 里見隆治 参 公明 1 1 1 2 1 1 2 1 不毛な二極対立ではなく、オブザーバー参加することで、橋渡し役となることが重要ではないか。

106 本多平直 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1

107 田島麻衣子 参 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1
元国連職員として、核兵器の削減、廃絶に取り組みます。締約国会議に日本はオブザーバー参加すべき
です。

108 大河原まさこ 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 記入なし 1

109 山崎誠 衆 立憲 1 1 1 2 1 1 1 1 日本は唯一の戦争被爆国として核兵器廃絶にリーダーシップをとるべきです。


